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会　
　

報

◇
奈
良
大
学
史
学
会
総
会

　

六
月
四
日
（
月
）、
本
学
に
お
い
て
、
第
三
〇
回
奈
良
大
学
史
学

会
総
会
を
行
っ
た
。

　

二
〇
一
一
年
度
の
決
算
・
会
計
監
査
報
告
及
び
事
業
報
告
が
行
わ

れ
、
つ
い
で
二
〇
一
二
年
度
の
役
員
人
事
案
・
事
業
計
画
案
と
そ
れ

に
伴
う
予
算
案
が
提
案
さ
れ
、そ
れ
ぞ
れ
原
案
ど
お
り
承
認
さ
れ
た
。

　

二
〇
一
二
年
度
の
役
員
は
以
下
の
通
り
。

▽
会　
　

長　
　
　
　
　
　
　
　

青
木　

芳
夫

▽
副
会
長　
　
　
　
　
　
　
　

下
坂　
　

守

▽
教
員
委
員

　
　
（
編
集
）　　
　
　
　
　
　
　

足
立　

広
明

　
　
（
会
計
）　　
　
　
　
　
　
　

木
下　

光
生

　
　
（
庶
務
・
交
換
）　　
　
　
　

森
田　

憲
司

　
　
（
監
査
）　　
　
　
　
　
　
　

寺
崎　

保
広

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
林　

丈
広

▽
学
生
委
員

　
　
（
代
表
）　　
　
　
　
　
　
　

満
尾　

泰
亮

　
　
（
副
代
表
）　　
　
　
　
　
　

野
村　

夏
実

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

木
村　
　

孟

　
　
（
青
垣
祭
企
画
実
行
局
長
）　

大
橋
由
希
子

　
　
（
総
務
・
広
報
局
長
）　　
　

池
田　

奈
生

　
　
（
四
回
生
委
員
）　　
　
　
　

景
山　

美
和　
　

嘉
島　

暢
彦

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

島
川　

美
穂　
　

清
水　

翔
之

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

曽
根　

脩
平　
　

高
田　

洸
平

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

土
屋　

清
貴　
　

中
田　

優
香

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
室　

諒
太

　
　
（
三
回
生
委
員
）　　
　
　
　

濱
田　

京
佳

　
　
（
二
回
生
委
員
）　　
　
　
　

小
倉　

拓
澄　
　

木
村　
　

孟

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

鈴
木
希
由
歌　
　

藤
井　

愛
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
下　

紗
代

　
　
（
一
回
生
委
員
）　　
　
　
　

飯
田　

彩
恵　
　

稲
住　

尚
香

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
井
美
友
紀

◇
特
別
講
義

　

六
月
四
日
（
月
）、
史
学
会
総
会
に
引
き
続
き
、
特
別
講
義
が
行



－228－

わ
れ
た
。
講
師
・
演
題
は
以
下
の
通
り
。

　

南
川
高
志
氏
（
京
都
大
学
大
学
院
教
授
）

　
　
「
イ
ギ
リ
ス
と
古
代
ロ
ー
マ
帝
国

　
　
　

―
歴
史
像
は
ど
う
作
ら
れ
た
か
―
」

　

十
二
月
三
日
（
月
）、
特
別
講
義
が
行
わ
れ
た
。
講
師
、
演
題
は

以
下
の
通
り
。

　

海
津
一
朗
氏
（
和
歌
山
大
学
教
授
）

　
　
「
元
寇
。
倭
寇
、
朝
鮮
侵
略
、
そ
し
て
中
世
帝
国
日
本
」

◇
青
垣
祭

　

本
年
度
は
テ
ー
マ
を
「
ア
メ
リ
カ
〜
自
由
へ
の
挑
戦
〜
」
と
し
、

展
示
発
表
を
行
っ
た
。
現
在
の
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
建
国
か
ら
そ
の

後
の
発
展
の
過
程
で
起
き
た
出
来
事
を
紹
介
し
、
現
代
と
は
違
っ
た

一
面
を
発
見
す
る
こ
と
で
、
歴
史
へ
の
関
心
を
持
っ
て
も
ら
お
う
と

考
え
た
か
ら
で
あ
る
。

　

会
場
で
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
が
初
め
て
北
ア
メ
リ
カ
大
陸
へ
入
植
し

た
頃
か
ら
西
部
開
拓
終
了
ま
で
の
パ
ネ
ル
や
資
料
、
模
型
や
地
図
な

ど
を
用
い
解
説
し
た
。
多
く
の
方
に
ご
好
評
を
頂
き
、
青
垣
大
賞
制

作
委
員
会
よ
り
立
て
看
板
と
ポ
ス
タ
ー
は
「
美
術
賞
」
で
第
一
位
に

選
ば
れ
た
。
十
一
月
一
日
（
木
）
か
ら
十
一
月
三
日
（
土
）
の
三
日

間
で
三
五
○
人
以
上
の
来
場
者
が
訪
れ
た
。

◇
体
験
ツ
ア
ー

　

今
年
の
体
験
ツ
ア
ー
は
、
前
期
に
は
六
月
十
七
日
（
日
）
に
「
東

大
寺
・
奈
良
国
立
博
物
館
見
学
ツ
ア
ー
」
を
実
施
し
、
奈
良
公
園
周

辺
を
学
生
委
員
の
解
説
を
交
え
て
見
学
し
た
。
ま
た
後
期
に
は
、
十

二
月
九
日
（
日
）
に
「
二
条
城
見
学
ツ
ア
ー
」
を
実
施
し
た
。

◇
「
史
学
会
会
報
」
等
の
発
行

　

奈
良
大
学
史
学
会
の
活
動
の
普
及
を
目
的
と
し
て
、「
史
学
会
会

報
」
を
四
月
、
五
月
、
六
月
、
七
月
、
九
月
、
十
一
月
、
十
二
月
に

発
行
し
、
史
学
会
の
企
画
案
内
や
季
節
の
話
題
等
を
掲
載
し
た
。

　

ま
た
、
本
年
度
も
一
回
生
を
対
象
に
、
来
年
度
以
降
の
講
読
・
ゼ

ミ
を
決
定
す
る
上
で
の
参
考
資
料
と
し
て
、
各
ゼ
ミ
に
所
属
す
る
学

生
の
執
筆
に
よ
る
「
講
読
紹
介
」
を
十
二
月
に
発
行
し
た
。

◇
着
任

　

本
年
度
四
月
に
森
川
正
則
講
師
が
着
任
し
た
。
日
本
近
現
代
史
の

ご
担
当
で
あ
る
。
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平
成
二
十
三
年
度
史
学
科
卒
業
論
文
題
目

【
日
本
史
】

藤
原
四
子
政
権
に
つ
い
て 

上
村
賢
太
郎

　
　
　

―
武
智
麻
呂
と
房
前
の
関
係
性
―

光
明
皇
后
の
政
治
的
な
役
割 

甲
斐　

万
葉

光
仁
・
桓
武
朝
の
仏
教
政
策
に
つ
い
て 

梶
原　

一
浩

律
令
制
下
に
お
け
る
海
上
輸
送
の
一
研
究 

川
嵜　

和
典

日
本
古
代
に
お
け
る
空
間
の
認
識
と
習
俗
の
特
色 

金　
　

達
也

　
　
　

―
庭
園
の
洲
浜
意
匠
と
洲
浜
台
の
比
較
―

畿
内
隼
人
の
任
務
に
つ
い
て 

小
谷　

徳
洋

藤
原
仲
麻
呂
の
唐
風
施
策
に
つ
い
て
の
一
考
察 
阪
田　

信
彦

　
　
　

―
代
表
的
施
策
に
み
る
儒
教
精
神
―

律
令
国
家
に
お
け
る
加
賀
郡
榜
示
札
木
簡
に
つ
い
て
の
一
考
察

 

坂
本　

美
咲

天
皇
号
の
成
立
に
つ
い
て 

笹
岡　

悟
史

東
ア
ジ
ア
と
の
外
交
と
大
宰
府 

笹
部　

佳
樹

大
宰
府
と
西
海
道 

杉
本　
　

彰

薬
子
の
変
に
関
す
る
一
考
察 

寺
田　

衣
里

典
薬
寮
に
つ
い
て
の
一
考
察 

橋
本　
　

健

　
　
　

―
呪
禁
の
内
容
に
つ
い
て
―

行
基
の
布
施
屋
に
つ
い
て 

林　
　

拓
也

後
宮
女
官
に
つ
い
て
の
一
考
察 

風
呂
川
有
美

　
　
　

―
氏
女
制
度
を
中
心
に
―

大
嘗
祭
の
諸
問
題 

堀　
　

真
弥

　
　
　

―
践
祚
儀
と
の
関
係
を
め
ぐ
っ
て
―

恭
仁
京
に
つ
い
て 

村
木　

則
仁

　
　
　

―
遷
都
の
問
題
を
中
心
に
―

国
書
携
行
問
題
に
つ
い
て 

脇
谷　

哲
郎

律
令
国
家
に
お
け
る
蝦
夷
の
饗
給
に
つ
い
て 

三
角　

俊
介

雅
楽
寮
の
衰
退
に
つ
い
て 

木
原　

雅
美

☆　
　
　

☆　
　
　

☆

足
利
尊
氏
と
足
利
直
義
の
政
治
的
抗
争
に
つ
い
て 

德
原　

昭
太

松
永
久
秀
の
軍
事
編
成 

青
井
恵
理
香

中
世
高
野
山
の
盛
衰 

岩
坪　
　

豊

中
世
の
堺
と
寺
社
勢
力 

植
垣　

結
衣

保
元
・
平
治
の
乱
の
再
検
討 

打
越　

理
瑛

源
義
経
没
落
の
要
因 

大
西　

佳
貴

　
　
　

―
自
由
任
官
問
題
の
矛
盾
―
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木
曽
義
仲
と
そ
の
武
士
団
の
編
成 

小
沢
菜
々
子

真
田
氏
の
領
地
経
営
の
実
態 

織
部　

悠
治

壇
ノ
浦
の
戦
い
と
平
家
滅
亡 

栢
本
明
日
香

院
政
期
に
お
け
る
武
士
の
活
動 

木
原　

由
貴

　
　
　

―
武
士
の
発
生
か
ら
発
達
を
体
系
論
か
ら
み
て
―

中
世
社
会
と
城
郭 

久
留
美
聡
子

日
本
中
世
社
会
で
の
犬 

小
林　

由
佳

中
・
近
世
に
お
け
る
肥
料
と
し
て
の
屎
尿 

阪
口
み
な
み

鎌
倉
幕
府
に
於
け
る
土
肥
実
平
の
立
場 

長
瀬　

航
太

「
み
み
ら
く
の
島
」
伝
承 

橋
本　

汐
帆

武
田
氏
の
甲
斐
国
支
配
体
制 

花
形　
　

裕

室
町
将
軍
の
日
明
外
交 
細
川　
　

勝

佐
々
木
六
角
氏
の
領
国
体
制 
本
間　

晋
介

後
醍
醐
天
皇
の
倒
幕
運
動 

宮
内　

隆
幸

織
田
信
長
と
室
町
幕
府 

宮
武　

和
弘

絵
画
か
ら
み
る
中
世
の
女
性 

大
和　

香
穂

度
々
禁
止
さ
れ
た
奈
良
の
風
流 

尾
崎
美
智
子

因
幡
国
地
頭
佐
治
氏
の
研
究 

田
中　

友
広

☆　
　
　

☆　
　
　

☆

筒
井
順
慶
に
つ
い
て
の
考
察 

赤
下
部
心
吾

　
　
　

―
生
涯
を
か
け
た
大
和
統
一
―

近
世
の
捨
て
子
に
関
す
る
考
察 

石
橋　

麻
衣

　
　
　

―
京
都
の
町
を
中
心
に
―

郡
山
合
戦
以
前
の
伊
達
政
宗
と
周
辺
勢
力
と
の
関
係
に
つ
い
て

　
　
　

―
大
崎
合
戦
を
中
心
に
― 

井
上　

法
子

雑
賀
衆
に
つ
い
て
の
考
察 

上
田　

直
希

新
潟
の
城
下
町
村
上
と
村
上
城
に
つ
い
て 

佐
藤
龍
太
郎

　
　
　

―
城
主
の
変
遷
と
そ
れ
に
伴
う
城
下
町
の
変
化
―

関
ヶ
原
合
戦
に
お
け
る
戦
後
処
理
に
つ
い
て 

閑　
　

亮
太

　
　
　

―
西
国
へ
の
豊
臣
系
大
名
の
配
置
―

長
篠
合
戦
に
関
す
る
考
察 

清
水　

将
平

中
世
瀬
戸
内
海
に
お
け
る
村
上
水
軍
の
警
固
活
動 

鈴
木　

遼
太

　
　
　

―
村
上
武
吉
を
中
心
に
―

毛
利
三
兄
弟
に
つ
い
て
の
考
察 

園
田　

昂
太

　
　
　

―
兄
弟
の
不
仲
か
ら
み
る
隆
元
の
人
物
像
―

山
科
言
継
の
駿
河
府
中
に
お
け
る
生
活
に
つ
い
て 

竹
田　

龍
介

大
和
に
お
け
る
松
永
久
秀
に
つ
い
て
の
考
察 

恒
川　

義
正

　
　
　

―
松
永
久
秀
の
大
和
支
配
―
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中
世
民
衆
の
生
活
に
つ
い
て
の
一
考
察 

中
村　

嘉
志

　
　
　

―
民
衆
の
戦
争
と
為
政
者
の
政
策
―

元
亀
争
乱
に
つ
い
て
の
考
察 

原
田　

雅
也

　
　
　

―
浅
井
長
政
は
な
ぜ
謀
反
を
起
こ
し
た
の
か
―

蒙
古
襲
来
に
つ
い
て
の
考
察 

藤
田　

有
紀

　
　
　

―
異
国
征
伐
と
石
築
地
の
関
係
性
に
つ
い
て
―

三
木
城
合
戦
に
関
す
る
考
察 

三
田
亜
衣
子

　
　
　

―
平
井
山
合
戦
か
ら
三
木
城
落
城
ま
で
―

小
早
川
隆
景
に
つ
い
て
の
考
察 

三
藤　

浩
平

　
　
　

―
隆
景
と
隆
元
の
仲
を
視
点
に
―

大
友
宗
麟　

日
向
進
出
に
つ
い
て
の
考
察 

矢
羽
田
健
太
郎

天
正
九
年
鳥
取
城
渇
え
殺
し
に
関
す
る
考
察 
山
本　

早
紀

　
　
　

―
毛
利
・
織
田
両
軍
の
行
動
を
追
っ
て
―

甲
斐
国
武
田
氏
、
家
督
相
続
に
つ
い
て
の
考
察 

湯
浅　

友
貴

☆　
　
　

☆　
　
　

☆

新
参
者
か
ら
み
た
近
世
京
都
の
自
治 

足
立　

賢
亮

ペ
ッ
ト
か
ら
み
る
近
世
の
動
物
観 

池
宮　
　

科

コ
レ
ラ
と
民
俗 

今
岡　
　

翼

人
々
と
囲
碁
の
関
係 

宇
山　

隼
平

「
か
ぶ
き
者
」
と
そ
の
弾
圧
背
景 

岡
田　

侑
子

高
瀬
船
で
の
船
稼
ぎ
と
商
人 

岡
田　

祐
輔

　
　
　

―
津
山
藩
を
起
点
と
し
た
吉
井
川
水
域
で
の
運
航
―

花
見
に
集
う
人
々 

片
山　

寅
彦

　
　
　

―
近
世
京
都
を
中
心
に
―

近
世
社
会
に
お
け
る
砂
糖
の
消
費
実
態 

加
藤　

侑
子

伊
勢
参
り
の
食
文
化 

金
子
恵
美
奈

近
世
熊
野
の
漁
村
と
紀
州
藩 

川
上　

美
紀

下
屎
か
ら
み
る
摂
河
農
村
の
肥
料
実
態 

越
堂
ゆ
き
み

大
坂
両
替
商
の
社
会
貢
献 

中
川　

洋
平

近
世
石
見
銀
山
に
お
け
る
組
織
と
労
働 

西
川　

英
佑

近
世
大
坂
の
都
市
交
通
の
発
展
に
お
け
る
運
輸
業
の
動
向

 

英　
　

優
美

畳
文
化
の
基
礎
的
研
究 

濵
﨑　

直
彦

　
　
　

―
生
産
・
流
通
と
消
費
文
化
―

旅
人
に
対
す
る
近
世
枚
方
宿
で
の
対
応 

藤
木　

美
季

暦
と
近
世
民
衆 

堀　
　
　

優

江
戸
の
水
茶
屋 

森
田
貴
久
子

近
世
鳥
取
に
お
け
る
賤
民
の
実
態 

山
根　

万
歩

芝
村
藩
の
預
か
り
地
政
策 

吉
本　
　

潤
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近
世
京
都
に
お
け
る
町
の
形
成
と
遊
里
と
の
相
関
関
係

 

北
野　

哲
平

☆　
　
　

☆　
　
　

☆

近
現
代
に
お
け
る
日
韓
関
係
に
つ
い
て 

今
橋　

智
樹

　
　
　

―
相
互
認
識
を
中
心
に
―

新
選
組
と
土
方
歳
三 

小
柳　

勇
人

岩
倉
使
節
団
に
つ
い
て 

越
谷　
　

悟

　
　
　

―
使
節
団
編
成
過
程
の
考
察
―

鳥
羽
伏
見
の
戦
い 

小
西　

健
太

　
　
　

―
旧
幕
府
軍
・
会
津
藩
を
中
心
に
―

集
団
自
決
と
日
本
軍 

阪
本　

大
輔

特
別
攻
撃
隊
の
登
場
か
ら
解
体
ま
で 
菅
野　

正
大

山
本
五
十
六
と
真
珠
湾
攻
撃 
杉
本　

拓
朗

　
　
　

―
山
本
の
作
戦
構
想
を
中
心
に
―

吉
田
松
陰
と
奇
兵
隊
構
想 

宗
田　

晃
一

沖
縄
で
の
地
上
戦 

棚
田　

恵
美

　
　
　

―
民
間
人
と
、
日
本
軍
ア
メ
リ
カ
軍
の
関
係
性
に
つ
い
て
―

戦
争
文
学
か
ら
み
る
少
国
民
世
代
の
損
失 

常
包　

春
花

　
　
　

―
青
春
期
に
お
け
る
学
生
生
活
と
の
か
か
わ
り
―

戦
争
と
美
術 

手
島　

理
絵

　
　
　

―
戦
前
・
中
・
後
期
に
お
け
る
「
戦
争
記
録
画
」
の
評
価
―

和
宮
・
水
戸
浪
士
の
信
濃
路
通
行
か
ら
み
る
幕
末
の
政
局

 

中
村　

智
幸

奈
良
県
の
教
育
の
歴
史 

西　
　

裕
毅

　
　
　

―
学
制
公
布
以
降
の
小
学
教
育
を
中
心
に
―

現
代
日
本
に
お
け
る
女
性
の
役
割
の
変
遷 

能
勢
真
理
子

　
　
　

―
歴
史
学
的
視
点
か
ら
の
考
察
―

日
露
戦
争
と
世
論 

東
山　
　

純

　
　
　

―
大
阪
朝
日
新
聞
を
見
て
―

栗
林
忠
道
と
硫
黄
島 

藤
縄　

俊
成

石
橋
湛
山 

舟
木　

絵
梨

　
　
　

―
第
二
次
世
界
大
戦
期
を
中
心
に
―

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
か
ら
見
る
足
尾
銅
山
鉱
毒
事
件 

前
田　

将
司

　
　
　

―
新
聞
記
事
が
与
え
た
役
割
を
中
心
に
―

戉
辰
戦
争
に
つ
い
て 

森
田　
　

舞

　
　
　

―
津
藩
の
動
き
を
中
心
に
―

原
子
爆
弾
投
下
の
被
爆
者
へ
の
影
響 

山
際　

大
介

　
　
　

―
被
爆
者
援
護
法
を
中
心
に
―
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韓
国
併
合
を
め
ぐ
っ
て 

山
崎　

友
希

　
　
　

―
伊
藤
博
文
の
韓
国
統
治
評
価
の
再
検
証
―

琵
琶
湖
疏
水
と
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム 

渡
邉
望
奈
代

鈴
木
貫
太
郎
内
閣
と
終
戦 

谷
岡　

直
人

　
　
　

―
昭
和
天
皇
と
陸
海
軍
部
大
臣
の
動
向
を
中
心
に
―

陸
軍
軍
縮
と
姫
路
第
十
師
団
の
問
題
に
つ
い
て 

竹
田　

和
憲

大
久
保
利
通
の
人
物
像 

田
村　

敦
司

幕
末
・
明
治
初
期
の
幕
臣
た
ち
に
つ
い
て 

古
賀　

希
望

【
東
洋
史
】

楚
漢
戦
争
に
お
け
る
項
羽
の
敗
因 

板
井　

貴
裕

隋
文
帝
の
経
済
政
策
に
つ
い
て 
小
田　

真
弓

　
　
　

―
均
田
制
を
中
心
に
―

先
秦
時
代
に
お
け
る
音
楽
理
論
と
政
治 

北
西　

央
志

後
漢
時
代
の
地
方
に
お
け
る
貨
幣
経
済
に
つ
い
て 

前
田　

浩
邦

三
国
時
代
の
蜀
の
独
自
性
に
つ
い
て 

山
本　

康
介

　
　
　

―
政
治
と
社
会
か
ら
見
た
蜀
―

☆　
　
　

☆　
　
　

☆

太
宗
か
ら
則
天
武
后
へ 

藤
原　

愛
弓

　
　
　

―
周
辺
官
僚
を
通
し
て
―

北
京
の
食
肉 

小
川　
　

徹

　
　
　

―
民
国
三
〇
年
前
後
の
肉
取
引
―

義
和
団
の
宗
教
に
つ
い
て 

田
中　

和
輝

一
三
世
紀
か
ら
一
四
世
紀
の
ペ
ル
シ
ア
湾
に
お
け
る

　

海
上
交
易
に
つ
い
て 

若
井　

輝
正

【
西
洋
史
】

キ
リ
ス
ト
教
宗
教
画
と
マ
ニ
エ
リ
ス
ム
の
身
体
表
現 

有
村　
　

悠

ポ
ン
パ
ド
ゥ
ー
ル
夫
人
と
18
世
紀
フ
ラ
ン
ス
社
会 

船
本　

裕
子

　
　
　

―
絶
対
王
政
下
の
美
術
・
芸
術
庇
護
に
つ
い
て
―

剣
闘
士
と
ロ
ー
マ
帝
国 

兼
八　

洋
介

　
　
　

―
そ
の
社
会
的
影
響
に
つ
い
て
の
一
考
察
―

国
家
祭
儀
と
ア
テ
ナ
イ
社
会 

近
藤　
　

由

　
　
　

―
政
治
の
介
入
と
祭
儀
の
変
容
―

中
世
イ
タ
リ
ア
商
人
と
地
中
海
世
界 

椎
貝　

達
也

　
　
　

―
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
を
中
心
と
し
て
―

ア
ク
エ
ン
ア
テ
ン
の
宗
教
改
革
と
ア
テ
ン
神
信
仰 

鈴
木　

沙
貴

ア
ン
ジ
ュ
ー
帝
国
の
興
亡
と
イ
ギ
リ
ス
の
誕
生 

鈴
木　

悠
太

ワ
シ
の
紋
章
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
王
権 

高
橋　

静
菜

　
　
　

―
そ
の
受
容
と
変
遷
過
程
を
追
っ
て
―
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古
代
ギ
リ
シ
ア
の
女
性
と
ポ
リ
ス
社
会
の
確
立 

寺
井
絵
理
香

　
　
　

―
古
代
に
生
き
る
女
性
達
―

ジ
ャ
ウ
メ
Ⅰ
世
と
ア
ラ
ゴ
ン
王
国 

中
村　

美
穂

　
　
　

―
13
世
紀
イ
ベ
リ
ア
半
島
に
お
け
る
レ
コ
ン
キ
ス
タ
―

ヘ
ロ
ド
ト
ス 

中
村　

梨
野

　
　
　

―
そ
の
歴
史
叙
述
と
「
キ
ュ
ク
ロ
ス
観
」
―

ロ
ー
マ
の
庶
民
と
日
常
生
活 

畠
中　

俊
弥

西
洋
中
世
の
騎
士
と
そ
の
社
会 

平
田　

弥
里

　
　
　

―
騎
士
階
級
の
成
立
と
そ
の
理
想
―

第
一
回
十
字
軍
―
教
皇
と
諸
侯
の
関
係
を
中
心
に 

藤
井　
　

甫

　
　
　

―
社
会
情
勢
の
な
か
で
み
る
キ
リ
ス
ト
教
社
会
の
解
放
―

ヒ
ク
ソ
ス
侵
入
と
エ
ジ
プ
ト
社
会
の
変
容 
吉
次　

聡
子

　
　
　

―
第
二
中
間
期
の
再
検
討
―

ギ
リ
シ
ア
神
話
に
お
け
る
女
性
イ
メ
ー
ジ
と
家
父
長
制

 

若
見　

静
香

シ
ャ
ル
ト
ル
大
聖
堂
と
ゴ
シ
ッ
ク
建
築 

渡
邉　

尚
子

十
五
世
紀
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
の
絵
画
と
工
房 

光
富　

貴
史

☆　
　
　

☆　
　
　

☆

第
二
次
世
界
大
戦
時
に
お
け
る
ス
イ
ス
と
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の

　

中
立
政
策 

出
丸
健
一
郎

キ
ュ
ー
バ
危
機 

鳥
居　

大
輝

　
　
　

―
キ
ュ
ー
バ
危
機
発
生
と
回
避
の
再
検
討
―

一
九
世
紀
ド
イ
ツ
に
お
け
る
少
数
民
族
問
題 

山
崎　

雄
貴

一
九
世
紀
イ
ギ
リ
ス
の
女
性
た
ち
の
旅 

稲
土　

美
穂

イ
ギ
リ
ス
の
警
察
に
関
す
る
一
考
察 

井
上
悠
里
亜

ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
時
代
の
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
社
会
階
級
と
生
活

 

岩
谷　

隼
人

一
九
世
紀
末
の
ウ
ィ
ー
ン
文
化 

江
坂
の
ぞ
み

　
　
　

―
都
市
と
ユ
ダ
ヤ
人
―

マ
ヤ
暦
に
つ
い
て 

桶
谷　

真
史

マ
チ
ュ
ピ
チ
ュ
と
水 

加
藤　
　

彩

ボ
ス
ニ
ア
独
立
紛
争
と
ア
メ
リ
カ 

仲
田　

拓
哉

　
　
　

―
大
国
の
介
入
か
ら
見
え
る
社
会
主
義
圏
崩
壊
後
の
欧
米
関
係
―

一
八
世
紀
プ
ロ
イ
セ
ン
の
文
化 

西
岡　
　

梢

　
　
　

―
フ
ラ
ン
ス
文
化
の
流
入
と
ド
イ
ツ
文
化
の
自
立
―

イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
エ
リ
ー
ト
教
育
と
民
衆
教
育
に
つ
い
て 

 

樋
口　

知
也
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ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
時
代
に
お
け
る
娯
楽 

日
用　

皓
子

　
　
　

―
伝
統
的
娯
楽
の
衰
退
と
合
理
的
娯
楽
運
動
の
高
ま
り
―

ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
ダ
ー
ビ
ー
マ
ッ
チ
と
宗
教
対
立 

藤
本　

健
一

ナ
チ
ス
政
権
下
の
日
常
生
活 

宝
積　

優
樹

カ
リ
ブ
海
域
に
お
け
る
黒
人
奴
隷
制
の
歴
史
に
つ
い
て

　
　
　

―
ジ
ャ
マ
イ
カ
の
事
例
を
も
と
に
― 

山
本　

佑
馬

平
成
二
十
三
年
度
文
学
研
究
科
修
士
論
文
題
目（

史
学
関
係
）

朝
鮮
出
兵
前
後
か
ら
鎖
国
成
立
ま
で
の
海
域
勢
力
の
琉
球
認
識

 
北
島　

朋
子

『
延
喜
式
』
の
御
贄
に
関
す
る
一
考
察 
齋
藤
美
悠
紀

近
江
分
郡
守
護
に
関
す
る
一
考
察 

酒
井　

雅
規

ド
イ
ツ
の
歴
史
認
識
と
国
際
教
科
書
会
議 

柴
田　

実
穂

南
北
朝
・
室
町
期
に
お
け
る
陰
陽
家
及
び
陰
陽
師
の
動
向

 

細
田　

慈
人

称
徳
天
皇
の
「
法
王
」
観 

松
川　

夏
生

藤
原
京
成
立
に
関
す
る
一
考
察 

松
本　

寛
之

律
令
制
下
に
お
け
る
相
嘗
祭
に
つ
い
て 

村
山　

巴
紀

ヴ
ェ
ト
ナ
ム
戦
争
に
お
け
る
世
論
と
そ
の
背
景 

森
田　

将
也

受
贈
雑
誌
及
び
図
書

　

雑　

誌

A
nnales des E

tudes de la R
évolution F

rançaise et la 

C
ollection des docum

ents de M
ichel B

ernstein 2011

Z
U
R

（
成
城
大
学
フ
ラ
ン
ス
語
フ
ラ
ン
ス
文
化
研
究
会
）
第
一
三
号

愛
大
史
学
―
日
本
史
・
ア
ジ
ア
史
・
地
理
学
―
（
愛
知
大
学
文
学
部

人
文
社
会
学
科
）
第
二
〇
、
二
一
号

愛
知
大
学
綜
合
郷
土
研
究
所
紀
要
（
愛
知
大
学
）
第
五
七
輯

愛
知
大
学
文
学
論
叢
（
愛
知
大
学
文
学
会
）
第
一
四
五
、
一
四
六
号

青
山
史
学
（
青
山
学
院
大
学
文
学
部
史
学
研
究
室
）
第
三
〇
号

ア
カ
デ
ミ
ア　

社
会
科
学
編
（
南
山
大
学
）
新
編
第
三
号

ア
カ
デ
ミ
ア　

人
文
・
自
然
科
学
編
（
南
山
大
学
）
新
編
第
四
号

秋
田
県
公
文
書
館
研
究
紀
要　

第
一
八
号

ア
ジ
ア
学
科
年
報（
追
手
門
学
院
大
学
国
際
教
養
学
部
ア
ジ
ア
学
科
）

第
五
号

ア
ジ
ア
研
究
所
紀
要
（
亜
細
亜
大
学
ア
ジ
ア
研
究
所
）　

第
三
八
号

ア
ジ
ア
史
学
論
集
（
京
都
大
学
大
学
院
人
間
・
環
境
学
研
究
科　

松
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浦
茂
研
究
室
）
第
五
号

岩
手
史
学
研
究
（
岩
手
史
学
会
）
第
九
三
号

エ
ウ
ロ
ー
ペ
ー
（
成
城
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
文
化

専
攻
）
第
一
九
号

鷹
陵
史
学
（
鷹
陵
史
学
会
）
第
三
八
号

大
分
県
立
歴
史
博
物
館
研
究
紀
要　

第
一
三
号

大
谷
大
学
史
学
論
究
（
大
谷
大
学
文
学
部
歴
史
学
科
）
第
一
七
号

お
茶
の
水
史
学
（
お
茶
の
水
大
学
読
史
会
）
第
五
五
号

海
南
史
学
（
高
知
海
南
史
学
会
）
第
五
〇
号

学
習
院
大
学
史
料
館
紀
要　

第
一
八
号

神
奈
川
大
学
国
際
常
民
文
化
研
究
機
構
年
報　

第
二
号

漢
学
研
究
通
訊
（
漢
学
研
究
中
心
）
第
三
十
巻
第
三
、
四
期
、
第
三

十
一
巻
第
一
〜
三
期

京
都
女
子
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
研
究
紀
要 

史
学
編　

第
一
一

号
京
都
橘
大
学
研
究
紀
要　

第
三
八
号

キ
リ
ス
ト
教
史
学
（
キ
リ
ス
ト
教
史
学
会
）
第
六
六
集

研
究
論
集
（
河
合
文
化
教
育
研
究
所
）
第
九
号

元
史
及
北
方
民
族
与
辺
疆
研
究
（
南
京
大
学
元
史
研
究
室
）
第
二
三

輯

神
戸
大
学
史
学
年
報
（
神
戸
大
学
史
学
研
究
会
）
第
二
七
号

国
際
日
本
学
（
法
政
大
学
国
際
日
本
学
研
究
所
）
第
九
号

国
士
舘
史
学
（
国
士
舘
大
学
日
本
史
学
会
）
第
一
六
号

国
史
研
究
（
弘
前
大
学
国
史
研
究
会
）
第
一
三
一
、
一
三
二
、
一
三

三
号

国
史
談
話
会
雑
誌
（
東
北
大
学
国
史
談
話
会
）
第
五
二
号

堺
研
究
（
堺
市
立
中
央
図
書
館
）
第
三
三
、
三
四
号

史
苑
（
立
教
大
学
史
学
会
）
第
七
二
巻
第
一
号
、
二
号

史
学
（
三
田
史
学
会
）
第
八
十
巻
四
号

史
学
研
究
集
録
（
国
学
院
大
学
大
学
院
史
学
専
攻
大
学
院
会
）
第
三

七
号

史
観
（
早
稲
田
大
学
史
学
会
）
第
一
六
六
号

史
聚
（
史
聚
会
）
第
四
五
号

史
人
（
広
島
大
学
大
学
院
教
育
学
研
究
科
下
向
井
研
究
室
）
第
四
号

史
泉
（
関
西
大
学
史
学
・
地
理
学
会
）
第
一
一
五
号
、
一
一
六
号

史
艸
（
日
本
女
子
大
学
史
学
研
究
会
）
第
五
二
号

史
叢
（
日
本
大
学
史
学
会
）
第
八
五
号

市
大
日
本
史
（
大
阪
市
立
大
学
日
本
史
学
会
）
第
一
五
号

史
友
（
青
山
学
院
大
学
史
学
会
）
第
四
四
号

就
実
大
学
史
学
論
叢
（
就
実
大
学
総
合
歴
史
学
科
）
第
二
六
号
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秋
大
史
学
（
秋
田
大
学
史
学
会
）
第
五
八
号

上
智
史
学
（
上
智
大
学
史
学
会
）
第
五
六
号

湘
南
史
学
（
東
海
大
学
大
学
院
日
本
史
学
友
会
）
第
二
一
号

資
料
館
紀
要
（
京
都
府
立
総
合
資
料
館
）
第
四
〇
号

神
女
大
史
学
（
神
戸
女
子
大
学
史
学
会
）
第
二
八
号

信
大
史
学
（
信
大
史
学
会
）
第
三
六
号

人
文
学
報
（
東
京
都
立
大
学
人
文
学
部
）
歴
史
学
編
第
四
〇
号

ス
ペ
イ
ン
史
研
究
（
ス
ペ
イ
ン
史
学
会
）
第
二
五
号

住
友
史
料
館
報　

第
四
三
号

西
洋
史
学
報
（
広
島
西
洋
史
学
研
究
会
）
第
三
九
号

西
洋
史
論
叢
（
早
稲
田
大
学
西
洋
史
研
究
会
）
第
三
三
号

専
修
史
学
（
専
修
大
学
歴
史
学
会
）
第
五
一
号

専
修
大
学
史
紀
要
（
専
修
大
学
大
学
史
資
料
課
）
第
四
号

双
文
（
群
馬
県
立
文
書
館
）
第
二
九
号

台
湾
師
大
歴
史
学
報
（
国
立
台
湾
師
範
大
学
歴
史
学
系
）
第
四
五
期

但
馬
国
国
府
国
分
寺
館
年
報　

第
六
号

地
域
研
究
い
た
み
（
伊
丹
市
立
博
物
館
）
第
四
一
号

近
松
研
究
所
紀
要
（
園
田
学
園
女
子
大
学
近
松
研
究
所
）
第
二
二
号

千
葉
史
学
（
千
葉
歴
史
学
会
）
第
五
九
、
六
〇
号

津
田
塾
大
学
国
際
関
係
研
究
所
報　

第
四
六
号

敦
賀
論
叢
（
敦
賀
短
期
大
学
）
第
二
六
号

帝
京
史
学
（
帝
京
大
学
文
学
部
史
学
科
）
第
二
七
号

帝
塚
山
大
学
大
学
院
人
文
科
学
研
究
科
紀
要　

第
一
四
号

東
海
史
学
（
東
海
大
学
史
学
会
）
第
四
六
号

東
京
大
学
日
本
史
学
研
究
室
紀
要
（
東
京
大
学
大
学
院
人
文
社
会
系

研
究
科
・
文
学
部
日
本
史
学
研
究
室
）　

第
一
六
号

唐
宋
変
革
研
究
通
訊
（
渡
辺
信
一
郎
）
第
三
輯

東
洋
史
苑
（
龍
谷
大
学
東
洋
史
学
研
究
会
）
第
七
八
号

東
洋
大
学
文
学
部
紀
要　

史
学
科
篇
（
東
洋
大
学
）
第
三
七
号

東
洋
文
化
研
究
（
学
習
院
大
学
東
洋
文
化
研
究
所
）
第
一
四
号

徳
川
林
政
史
研
究
所
研
究
紀
要
（
財
団
法
人
徳
川
黎
明
会
）
第
四
六

号
飛
ノ
台
史
跡
公
園
博
物
館
紀
要　

第
九
号

長
野
県
立
歴
史
館
研
究
紀
要　

第
一
八
号

七
隈
史
学
（
福
岡
大
学
人
文
学
部
歴
史
学
科
七
隈
史
学
会
）
第
一
四

号
奈
良
学
研
究
（
帝
塚
山
大
学
奈
良
学
総
合
文
化
研
究
所
）
第
一
四
号

寧
楽
史
苑
（
奈
良
女
子
大
学
史
学
会
）
第
五
七
号

奈
良
歴
史
研
究
（
奈
良
歴
史
研
究
会
）
第
七
七
、
七
八
号

鳴
門
史
学
（
鳴
門
史
学
会
）
第
二
五
号
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新
潟
史
学
（
新
潟
史
学
会
）
第
六
六
、
六
七
号

二
松
（
二
松
学
舎
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
）
第
二
六
集

二
松
学
舎
大
学
大
学
論
集
（
二
松
学
舎
大
学
文
学
部
）
第
五
五
号

二
松
学
舎
大
学
東
ア
ジ
ア
学
術
総
合
研
究
所
集
刊　

第
四
二
集

日
本
研
究
（
国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
）
第
四
四
、
四
五
集

日
本
思
想
史
研
究
（
東
北
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
日
本
思
想
史
学

研
究
室
）
第
四
三
号

日
本
史
の
方
法
（
奈
良
女
子
大
学
日
本
史
の
方
法
研
究
会
）　

第
九

号
日
本
常
民
文
化
紀
要
（
成
城
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
）
第
二
九
号

日
本
文
化
史
研
究
（
帝
塚
山
大
学
奈
良
学
総
合
文
化
研
究
所
）
第
四

三
号

日
本
モ
ン
ゴ
ル
学
会
紀
要
（
日
本
モ
ン
ゴ
ル
学
会
）
第
四
二
号

年
報
近
現
代
史
研
究
（
名
古
屋
大
学
近
現
代
史
研
究
会
）
第
四
号

年
報
中
世
史
研
究
（
中
世
史
研
究
会
）
第
三
七
号

年
報
非
文
字
資
料
研
究
（
神
奈
川
大
学
日
本
常
民
文
化
研
究
所
非
文

字
資
料
研
究
セ
ン
タ
ー
）
第
八
号

白
山
史
学
（
東
洋
大
学
白
山
史
学
会
）
第
四
八
号

パ
ブ
リ
ッ
ク
・
ヒ
ス
ト
リ
ー
（
大
阪
大
学
西
洋
史
学
研
究
室
）
第
九

号

東
ア
ジ
ア
研
究
（
大
阪
経
済
法
科
大
学
ア
ジ
ア
研
究
所
）
第
五
六
、

五
七
号

東
ア
ジ
ア
世
界
史
研
究
セ
ン
タ
ー
年
報
（
専
修
大
学
社
会
知
性
開
発

研
究
セ
ン
タ
ー
）
第
六
号

広
島
東
洋
史
学
報
（
広
島
東
洋
史
学
研
究
会
）
第
一
五
・
六
号

福
岡
教
育
大
学
紀
要
（
福
岡
教
育
大
学
）
第
六
一
号
第
二
分
冊
社
会

科
編

佛
教
学
部
論
集
（
佛
教
大
学
仏
教
学
部
）
第
九
六
号

佛
教
大
学
総
合
研
究
所
紀
要　

第
一
九
号

文
学
部
論
集
（
佛
教
大
学
文
学
部
）
第
九
六
号

法
政
史
学
（
法
政
大
学
史
学
会
）
第
七
六
、
七
七
号

北
陸
史
学
（
北
陸
史
学
会
）
第
五
四
〜
五
八
号

三
重
大
史
学
（
三
重
大
学
人
文
学
部
考
古
学
・
日
本
史
・
東
洋
史
研

究
室
）
第
一
二
号

御
影
史
学
論
集
（
御
影
史
学
研
究
会
）
第
三
七
号

三
井
文
庫
論
叢
（
公
益
財
団
法
人
三
井
文
庫
）
第
四
五
号

宮
城
県
多
賀
城
跡
調
査
研
究
所
年
報　

二
〇
一
一

民
具
マ
ン
ス
リ
ー
（
神
奈
川
大
学
日
本
常
民
文
化
研
究
所
）
第
四
四

巻
第
七
〜
一
二
号
、
第
四
五
巻
第
一
〜
六
号

メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
史
学
（
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
史
学
会
）
第
七
号
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山
口
県
史
研
究
（
山
口
県
県
史
編
さ
ん
室
）
第
二
〇
号

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
文
化
史
研
究
（
東
北
学
院
大
学
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
文
化
研
究

所
、
大
学
院
文
学
研
究
科
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
文
化
史
専
攻
）
第
一
三
号

洛
北
史
学
（
洛
北
史
学
会
）
第
一
四
号

立
教
史
学
（
立
教
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
史
学
研
究
室
）
第
三
号

立
正
史
学
（
立
正
大
学
史
学
会
）
第
一
一
〇
、
一
一
一
号

龍
谷
史
壇
（
龍
谷
大
学
史
学
会
）
第
一
三
四
号

歴
史
（
東
北
史
学
会
）
第
一
一
七
、
一
一
八
輯

歴
史
遺
産
研
究
（
東
北
芸
術
工
科
大
学
歴
史
遺
産
学
科
）
第
七
号

歴
史
学
部
論
集
（
佛
教
大
学
歴
史
学
部
）
第
二
号

歴
史
研
究
（
愛
知
教
育
大
学
歴
史
学
会
）
第
五
八
号

歴
史
研
究
（
大
阪
教
育
大
学
歴
史
学
研
究
室
）
第
四
九
号

歴
史
人
類
（
筑
波
大
学
大
学
院
人
文
社
会
科
学
研
究
科
歴
史
・
人
類

学
専
攻
）
第
四
〇
号

歴
史
と
地
理
（
山
川
出
版
社
）
第
六
四
七
号
〜
六
五
八
号

和
菓
子
（
虎
屋
文
庫
）
第
一
九
号

　

図　

書

明
石
の
古
墳
（
発
掘
さ
れ
た
明
石
の
歴
史
展
実
行
委
員
会
、
明
石
市

教
育
委
員
会
）

伊
勢
湾
岸
地
震
履
歴
の
総
合
的
研
究
（
三
重
大
学
人
文
学
部
）

置
賜
地
域
の
終
末
期
古
墳
五
（
東
北
芸
術
工
科
大
学
文
化
財
保
存
修

復
研
究
セ
ン
タ
ー
）

学
習
院
大
学
東
洋
文
化
研
究
所
所
蔵
資
料
紹
介
―
末
松
保
和
資
料

（
学
習
院
大
学
東
洋
文
化
研
究
所
調
査
研
究
報
告
五
六
）

菓
子
木
型
―
和
の
か
た
ち
（
岡
山
市
デ
ジ
タ
ル
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
）

観
光
地
の
描
き
方
―
浮
世
絵
版
画
か
ら
観
光
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
ま
で

（
平
成
二
三
年
度
長
野
県
立
歴
史
館
秋
季
企
画
展
）

岐
阜
大
学
教
育
学
部
郷
土
博
物
館
収
蔵
目
録
（
四
）
未
報
告
資
料
・

博
物
館
関
係
資
料
目
録
（
岐
阜
大
学
地
域
学
部
地
域
資
料
・
情
報

セ
ン
タ
ー
）

郷
土
玩
具　

奥
村
寛
純
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
―
伏
見
人
形
（
高
槻
市
文
化

財
調
査
報
告
書
第
二
九
冊
）

国
指
定
史
跡
那
須
官
衙
遺
跡
周
辺
詳
細
調
査
報
告
書
1
（
栃
木
県
那

珂
川
町
教
育
委
員
会
）

軍
人
の
如
楓　

文
人
の
如
楓
（
上
郡
町
郷
土
資
料
館
）

群
馬
県
立
文
書
館
収
蔵
文
書
目
録
三
〇　

佐
波
郡
境
町
東
福
島
英
一

家
文
書
利
根
郡
新
治
村
新
治
村
布
施
区
有
文
書
（
群
馬
県
立
文
書

館
）

甲
府
城
下
町
遺
跡
（
丸
の
内
二
丁
目
一
〇
九
地
点
）（
山
梨
文
化
財
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研
究
所
）

駒
澤
大
学
禅
文
化
歴
史
博
物
館
所
蔵
版
木
資
料
一
―
『
正
法
眼
蔵
辡

註
』（
駒
澤
大
学
禅
文
化
歴
史
博
物
館
）

佐
島
の
民
俗
―
神
奈
川
県
横
須
賀
市
佐
島
（
安
室
知
編　

神
奈
川
大

学
歴
民
調
査
報
告
一
三
集
）

佐
竹
北
家
文
書
・
佐
竹
西
家
文
書
目
録
（
秋
田
藩
関
係
文
書
Ⅲ　

秋

田
県
公
文
書
舘
）

里
海
の
自
然
と
生
活
Ⅱ　

印
南
敏
秀
編
（
み
ず
の
わ
出
版
）

四
国
遍
路
と
世
界
の
巡
礼　

プ
ロ
シ
ー
デ
ィ
ン
グ
ズ　

二
〇
〇
九
〜

二
〇
一
一
年
度（
愛
媛
大
学「
四
国
遍
路
と
世
界
の
巡
礼
」研
究
会
）

社
会
最
下
層
に
対
す
る
比
較
史
的
考
察　

第
一
一
回
日
韓
・
韓
日
歴

史
家
会
議
報
告
書
（
日
韓
文
化
交
流
基
金
）

収
蔵
品
目
録　

考
古
（
大
分
県
立
歴
史
博
物
館
）

珠
玉
の
荘
園
「
新
見
の
庄
」（
新
見
庄
ロ
マ
ン
の
里
づ
く
り
実
行
委

員
会
編
集
）

多
賀
城
跡
木
簡
Ⅰ
（
宮
城
県
多
賀
城
跡
調
査
研
究
所
資
料
Ⅱ
）

地
域
で
活
躍
す
る
女
性
た
ち
（
愛
知
大
学
綜
合
郷
土
研
究
所
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
報
告
集
）

塚
本
遺
跡（
甲
府
市
文
化
財
調
査
報
告
五
五
）（
山
梨
文
化
財
研
究
所
）

月
布
川
流
域
に
お
け
る
縄
文
時
代
遺
跡
の
研
究
1
（
東
北
芸
術
工
科

大
学
考
古
学
研
究
報
告
第
一
二
冊
）

ト
ゥ
ラ
ン
主
義
と
そ
の
時
代　

浜
由
樹
子
著
（
津
田
塾
大
学
国
際
関

係
研
究
所
）

土
佐
国
群
書
類
従
完
結
記
念
講
演
『
土
佐
の
歴
史
を
も
っ
と
知
り
た

い
』（
高
知
県
立
図
書
館
）

那
須
と
白
河
―
接
圏
の
地　

東
山
道
、
そ
し
て
関
（
栃
木
県
な
す
風

土
記
の
丘
資
料
館
平
成
二
十
三
年
度
第
十
九
回
企
画
展
）

那
須
の
縄
文
社
会
が
変
わ
る
こ
ろ
―
縄
文
時
代
中
期
か
ら
後
期
へ
栃

木
県
な
す
風
土
記
の
丘
資
料
館
平
成
二
十
四
年
度
第
二
十
回
企
画

展
）

南
部
ア
フ
リ
カ
鉱
山
労
働
者
の
経
験
か
ら
み
る
ア
フ
リ
カ
人
の
間
の

差
異
化
・
差
別
化
の
起
源　

網
中
昭
世
著
（
津
田
塾
大
学
国
際
関

係
研
究
所
）

日
本
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
―
形
成
と
反
響
（
法
政
大
学
国
際
日
本

学
研
究
所
）

日
本
の
財
政
学
を
築
い
た
薩
摩
藩
士　

専
修
大
学
創
立
者
・
田
尻
稲

次
郎
の
生
涯
（
鹿
児
島
県
歴
史
資
料
セ
ン
タ
ー
黎
明
館
、
専
修
大

学
）

祢
布
ヶ
森
遺
跡
第
40
・
41
次
発
掘
調
査
報
告
書
（
豊
岡
市
教
育
委
員

会
・
但
馬
国
国
府
国
分
寺
館
）
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遥
か
な
る
衣
ヶ
浦
の
み
な
と
―
海
運
と
産
業
の
歴
史
（
碧
南
市
教
育

委
員
会
）

阪
神
・
淡
路
大
震
災　

伊
丹
か
ら
の
発
信　

本
部
編
、
手
引
・
資
料

編
（
伊
丹
市
立
博
物
館
）

肥
後
国
浄
水
寺
古
碑
群
（
熊
本
県
豊
野
町
教
育
委
員
会
）

肥
後
国
浄
水
寺
古
碑
群
Ⅱ
（
熊
本
県
宇
土
市
教
育
委
員
会
）

福
島
第
一
原
発
誤
報
道
資
料
集
（
研
究
代
表
者　

小
路
田
泰
直
）

豊
後
国
山
香
郷
3　

国
東
半
島
荘
園
村
落
遺
跡
詳
細
分
布
調
査
概
報

（
大
分
県
立
歴
史
博
物
館
）

穂
国
の
コ
モ
ン
ズ
豊
川　

松
倉
源
造
著
（
愛
知
大
学
綜
合
郷
土
研
究

所
ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト
）

都
城
島
津
家
役
所
日
記
（
都
城
島
津
伝
承
館
史
料
集
第
一
号　

都
城

島
津
邸
）

瑠
璃
浄
土
―
薬
師
如
来
へ
の
い
の
り
（
大
分
県
立
歴
史
博
物
館
）

歴
史
遺
産
を
未
来
に　

平
川
新
・
佐
藤
大
介
編
（
東
北
大
学
東
北
ア

ジ
ア
研
究
セ
ン
タ
ー
）

『
奈
良
史
学
』
第
一
号
〜
第
三
〇
号
総
目
次

■
第
一
号
（
一
九
八
三
年
十
二
月
）

発
刊
の
辞 

菅
野　
　

正 

論
考　

道
照
伝
考 

水
野
柳
太
郎

　
　
　

近
代
京
郡
に
お
け
る
町
自
治
に
つ
い
て 

山
田　

敦
子

　
　
　

カ
ー
ル
大
帝
の
農
業
政
策 

堀
内　

一
徳

書
評　

蕭
啓
慶
著
『
元
代
史
新
探
』
を
読
む 

森
田　

憲
司

　
　
　
　

―
元
代
の
士
大
夫
の
問
題
を
め
ぐ
っ
て
―

■
第
二
号
（
一
九
八
四
年
十
二
月
）

論
考　

信
濃
国
の
守
護
と
国
人
の
城
下 

松
山　
　

宏

　
　
　

慶
長
・
元
和
期
に
お
け
る
政
治
と
民
衆 

鎌
田　

道
隆

　
　
　
　

―
「
か
ぶ
き
」
の
世
相
を
素
材
と
し
て
―

　
　
　

一
九
二
〇
年
代
に
お
け
る
地
主
小
作
関
係
の
一
考
察

　
　
　
　

―
奈
良
県
旧
添
上
郡
治
道
村
の
事
例
― 

森
元　

文
子

　
　
　

綱
法
成
立
に
む
け
て 

森　
　

紀
子

　
　
　
　

―
嘉
靖
・
万
暦
期
に
お
け
る
積
引
問
題
―

書
評　

H
ans von H

erwarth, Z
wischen H

itler und Stalin,

　
　
　

E
rlebte Z

eitgeschichte 1931-1945 

松
川　

克
彦
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■
第
三
号
（
一
九
八
五
年
十
二
月
）

論
考　

東
大
寺
の
杣
経
営
と
西
塔
の
修
造 

辻
本　

弘
明

　
　
　
　

―
天
徳
3
年
の
太
政
官
牒
と
官
符
を
め
ぐ
っ
て
―

　
　
　

武
智
麻
呂
と
房
前 

辻　
　

克
美

　
　
　

五
四
前
夜
の
日
中
軍
事
協
定
反
対
運
動 

菅
野　
　

正

史
料
紹
介　

ノ
ジ
ャ
ン
の
ギ
ベ
ー
ル
の
回
想
録
（
1
） 

守
山　

記
生

　
　
　
　
　
　

―
中
世
都
市
ラ
ン
の
コ
ミ
ュ
ー
ン
運
動
―

■
第
四
号
（
一
九
八
六
年
十
二
月
）

論
考　

石
井
・
ラ
ン
シ
ン
グ
協
定
の
前
提 

明
石　

岩
雄

　
　
　

日
中
軍
事
協
定
の
廃
棄
に
つ
い
て 

菅
野　
　

正

史
料
紹
介　

ノ
ジ
ャ
ン
の
ギ
ベ
ー
ル
の
回
想
録
（
2
） 
守
山　

記
生

　
　
　
　
　
　

―
中
世
都
市
ラ
ン
の
コ
ミ
ュ
ー
ン
運
動
―

談
話
記
録　

西
北
研
究
所
の
想
い
出 

藤
枝　

晃
述
、

 

原
山　

煌
・
森
田
憲
司
編
注

　
　
　
　
　
　

―
藤
枝
晃
博
士
談
話
記
録
―

■
第
五
号
（
一
九
八
七
年
十
二
月
）

論
考　

石
川
年
足
と
山
田
寺 

堀
池　

春
峰

　
　
　

聖
武
天
皇
勅
書
銅
板
と
東
大
寺 

鈴
木　

景
二

　
　
　

ペ
ル
ー
の
二
重
言
語
教
育
の
二
類
型 

青
木　

芳
夫

特
別
寄
稿　

十
九
世
紀
末
中
国
維
新
運
動
与
日
本

 

王　

暁
秋
著
、
菅
野　

正
訳 

■
第
六
号
（
一
九
八
八
年
十
二
月
）

論
考　

大
坂
観
の
近
世
的
展
開 

鎌
田　

道
隆

　
　
　

徳
川
和
子
の
入
内
と
藤
堂
高
虎 

久
保　

文
武

　
　
　

藤
原
不
比
等
の
功
封
に
つ
い
て 

河
内
佐
智
子

　
　
　

フ
ラ
ン
ク
・
メ
ロ
ヴ
ィ
ン
グ
王
国
の
租
税
と

　
　
　
　

イ
ン
ム
ニ
テ
ー
ト 

堀
内　

一
徳

史
料
紹
介　

小
野
川
文
庫
漢
籍
目
録
稿 

東
洋
史
研
究
室
編

■
第
七
号
（
一
九
八
九
年
十
二
月
）

論
考　

鎌
倉
時
代
の
守
護
所 

松
山　
　

宏

　
　
　

大
頭
入
衆
日
記
考 

朝
倉　
　

弘

　
　
　

清
代
の
北
京
に
お
け
る
菓
子
屋
ギ
ル
ド
及
び

　
　
　
　

点
心
舖
に
つ
い
て 

尾
上　

葉
子

　
　
　

造
幣
人
（m

onetarius

）
と
七
世
紀
フ
ラ
ン
ク
王
国
の

　
　
　
　

貨
幣
経
済 

堀
内　

一
徳
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書
評　

陳
垣
編
、
陳
智
超
・
曽
慶
瑛
校
補
『
道
家
金
石
略
』

 

森
田　

憲
司

■
第
八
号
（
一
九
九
〇
年
十
二
月
）

論
考　

義
和
団
運
動
後
の
福
建
と
日
本 

菅
野　
　

正

　
　
　

十
五
世
紀
後
期
に
お
け
る
ダ
ラ
ム
司
教
座
聖
堂

　
　
　
　

付
属
修
道
院
の
ワ
イ
ン
の
調
達
と
市
場 

森
本　
　

矗

　
　
　

東
海
道
日
岡
峠
に
お
け
る
木
食
正
禅
の
道
路
改
修
事
業

 

安
田
真
紀
子

■
第
九
号
（
一
九
九
一
年
十
二
月
）

論
考　

日
本
霊
異
記
上
巻
第
五
話
と
日
本
書
紀 
水
野
柳
太
郎

　
　
　

唐
代
州
刺
史
研
究 
長
部　

悦
弘

　
　
　
　

―
京
官
と
の
関
連
―

　
　
　

西
欧
七
世
紀
後
半
に
お
け
る
領
域
的
諸
侯
領
の
形
成

 

堀
内　

一
徳

　
　
　

日
中
戦
争
論
ノ
ー
ト 

明
石　

岩
雄

紹
介　

松
山
宏
著
『
中
世
城
下
町
の
研
究
』 

朝
倉　
　

弘

■
第
一
〇
号
―
奈
良
大
学
史
学
会
十
周
年
記
念
号
―

（
一
九
九
二
年
十
二
月
）

論
考　

紫
微
中
臺
と
坤
宮
官 

水
野
柳
太
郎

　
　
　

中
世
都
市
の
条
件
に
つ
い
て 

松
山　
　

宏

　
　
　
　

―
不
確
な
諸
例
―

　
　
　

初
期
幕
政
に
お
け
る
二
元
政
治
論
序
説 

鎌
田　

道
隆

　
　
　
『
廟
学
典
礼
』
成
立
考 

森
田　

憲
司

　
　
　

林
維
源
の
福
建
勧
業
銀
行
設
立
計
画
を
め
ぐ
っ
て

 

菅
野　
　

正

　
　
　

十
二
世
紀
初
期
の
フ
ラ
ン
ド
ル
に
お
け
る
政
変
と

　
　
　

エ
ラ
ン
バ
ル
ド
一
族 

守
山　

記
生

　
　
　

中
世
前
期
に
お
け
る
騎
士
の
戦
術
と
武
装 

堀
内　

一
徳

　
　
　

ケ
チ
ュ
ア
語
の
な
ぞ
な
ぞ

　
　
　
　

―
ペ
ル
ー
・
ク
ス
コ
地
方
を
中
心
に
― 

青
木　

芳
夫
、

 

ア
ン
ヘ
リ
カ
・
パ
ロ
ミ
ー
ノ
＝
青
木

■
第
一
一
号
（
一
九
九
三
年
十
二
月
）

論
考　

山
門
公
人
の
歴
史
的
性
格 

下
坂　
　

守

　
　
　
　

―
『
祇
園
執
行
日
記
』
の
記
事
を
中
心
に
―
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京
都
改
造 

鎌
田　

道
隆

　
　
　
　

―
ひ
と
つ
の
豊
臣
政
権
論
―

　
　
　

一
九
〇
〇
年
春
、
後
藤
新
平
長
官
の
福
建
訪
問
に
つ
い
て

 

菅
野　
　

正

　
　
　

マ
テ
オ
・
ガ
ル
シ
ア
・
プ
マ
カ
ウ
ア
の
軌
跡 

真
鍋　

周
三

　
　
　
　

―
植
民
地
時
代
末
期
ペ
ル
ー
社
会
の
考
察
―

■
第
一
二
号
（
一
九
九
四
年
十
二
月
）

論
考　

日
本
軍
の
中
国
中
南
部
侵
略 

明
石　

岩
雄

　
　
　
　

―
呂
集
団
作
戦
に
つ
い
て　

日
中
戦
争
論
ノ
ー
ト　

そ
の
二
―

　
　
　
「
大
朝
崇
褒
祖
廟
之
記
」
再
考 

森
田　

憲
司

　
　
　
　

―
丁
酉
年
に
お
け
る
「
聖
人
の
家
」
へ
の
優
免
―

　
　
　

ケ
チ
ュ
ア
語
の
こ
と
わ
ざ

　
　
　

―
ペ
ル
ー
・
ク
ス
コ
地
方
を
中
心
に
― 

青
木　

芳
夫
、

 

ア
ン
ヘ
リ
カ
・
パ
ロ
ミ
ー
ノ
＝
青
木

　
　
　

ア
ヴ
ァ
ー
ル
人
と
ハ
ン
ガ
リ
ー
人 

掘
内　

一
徳

■
第
一
三
号
―
松
山
宏
先
生
退
職
記
念
号
―（
一
九
九
五
年
十
二
月
）

　
　
　

松
山
宏
先
生
年
譜
・
論
文
目
録

論
考　

奈
良
時
代
の
太
上
天
皇
と
天
皇 

水
野
柳
太
郎

　
　
　

中
世
熱
田
社
の
権
宮
司
家 

藤
本　

元
啓

　
　
　

日
本
中
世
に
お
け
る
身
体
技
法
に
つ
い
て 

横
出　

洋
二

　
　
　

織
豊
系
城
郭
以
前 

多
田　

暢
久

　
　
　

奈
良
奉
行
川
路
聖
謨
の
民
政 

鎌
田　

道
隆

　
　
　

大
阪
博
覧
会
（
一
九
〇
三
年
）
と
中
国 

菅
野　
　

正

　
　
　

西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
中
世
都
市
の
形
成 

守
山　

記
生

批
評
と
紹
介　

水
野
柳
太
郎
著
『
日
本
古
代
の
寺
院
と
史
料
』

 

渡
辺　

晃
宏

■
第
一
四
号
―
堀
内
一
徳
先
生
退
職
記
念
号
―（

一
九
九
六
年
十
二
月
）

　
　
　

堀
内
一
徳
先
生
年
譜
・
論
文
目
録

論
考　

一
九
二
〇
年
代
日
中
関
係
に
お
け
る
「
大
蔵
外
交
」
の
展
開

 

明
石　

岩
雄

　
　
　
　

―
駐
華
大
蔵
財
務
官
公
森
太
郎
の
記
録
か
ら
―

　
　
　

近
世
都
市
に
お
け
る
都
市
開
発 

鎌
田　

道
隆

　
　
　
　

―
宝
永
五
年
京
都
大
火
後
の
新
地
形
成
を
め
ぐ
っ
て
―

　
　
　
「
割
�
換
遼
」
要
求
風
説
と
湖
南
・
禹
之
謨 

菅
野　
　

正

　
　
　

オ
ゴ
ル
マ
ン
『
ア
メ
リ
カ
の
発
明
』
と
現
在 

青
木　

芳
夫
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書
評　

守
山
記
生
『
北
フ
ラ
ン
ス
・
ベ
ル
ギ
ー
中
世
都
市
研
究
』

 

鯖
田　

豊
之

■
第
一
五
号
（
一
九
九
七
年
十
二
月
）

論
考　

中
世
前
期
の
城
下
空
間 

松
山　
　

宏

　
　
　

大
和
国
司
興
福
寺
考　

二 

朝
倉　
　

弘

　
　
　
　

―
春
日
若
宮
お
ん
祭
の
創
始

　
　
　
『
日
本
書
紀
』
白
雉
四
年
の
遣
唐
使
記
事
に
つ
い
て

 

南　
　

友
博

　
　
　

清
末
の
中
央
官
制
改
革
に
つ
い
て 

永
野　

勝
章

　
　
　

ポ
リ
ス
社
会
に
お
け
る
プ
ラ
イ
ヴ
ェ
ー
ト　

イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ヴ

　
　
　
　

― 

Ｊ
・
ハ
ン
タ
ー
と
Ｄ
・
コ
ー
エ
ン
の
議
論
を
め
ぐ
る
覚
書

 

北
村
（
栗
原
）
麻
子

■
第
一
六
号
（
一
九
九
八
年
十
二
月
）

論
考　

南
北
朝
・
室
町
期
に
お
け
る
五
山
派
禅
院
の
修
造
財
源

　
　
　
　

―
将
軍
権
力
と
関
連
し
て
― 

辻　
　

直
生

　
　
　

近
世
か
ら
く
り
玩
具
の
史
料
研
究 

安
田
真
紀
子

　
　
　
　

―
拳
玉
・
御
来
迎
・
ず
ぼ
ん
ぼ
・
猫
と
鼠
―

　
　
　

近
世
京
都
の
観
光
都
市
化
論 

鎌
田　

道
隆

　
　
　

幕
末
期
に
お
け
る
情
報
化
社
会
の
成
立
と
そ
の
展
開

　
　
　
　

―
石
清
水
八
幡
宮
社
士
・
河
原
崎
家
の 

坂
東　

俊
彦

　
　
　
　
　

  

事
例
を
手
が
か
り
に
し
て
―

　
　
　

十
津
川
村
・
中
利
助
日
記
抄 

若
林
喜
三
郎

　
　
　

戊
戌
維
新
期
の
上
海
亜
細
亜
協
会
を
め
ぐ
っ
て

 

菅
野　
　

正

　
　
　

国
際
労
働
力
移
動
に
関
す
る
社
会
・
文
化
的
考
察

　
　
　

―
日
系
ブ
ラ
ジ
ル
人
の
事
例
を
通
し
て
― 

石
田　

信
義

■
第
一
七
号
（
一
九
九
九
年
十
二
月
）

論
考　

町
触
と
町
規
制
に
み
る
近
世
京
都
の
借
家
人
問
題

 

鎌
田　

道
隆

　
　
　

近
世
京
都
に
お
け
る
町
会
所
の
役
割 

武
田　

明
子

　
　
　

碑
記
の
撰
述
か
ら
見
た
宋
元
交
替
期
の

　
　
　
　

慶
元
に
お
け
る
士
大
夫 

森
田　

憲
司

　
　
　

イ
ギ
リ
ス
首
都
警
察
改
革
再
考 

林
田　

敏
子

　
　
　
　

―
一
八
二
九
年
法
施
行
の
背
景
―
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■
第
一
八
号
―
水
野
柳
太
郎
先
生
退
職
記
念
号
―

（
二
〇
〇
〇
年
十
二
月
）

　
　
　

水
野
柳
太
郎
先
生
年
譜
・
著
作
目
録

論
考　

式
部
曹
司
庁
の
成
立 

寺
崎　

保
広

　
　
　

阿
弥
陀
浄
土
院
と
光
明
子
追
善
事
業 

渡
辺　

晃
宏

　
　
　

古
代
建
築
部
材
の
墨
書
と
近
世
の
俗
信 

鈴
木　

景
二

　
　
　

歴
史
遺
産
の
復
元 

鎌
田　

道
隆

　
　
　
　

―
江
戸
時
代
の
か
ら
く
り
玩
具
―

資
料
紹
介　
「
ペ
ル
ー
・
ボ
リ
ビ
ア
二
重
言
語=

異
文
化
間
教
育

　
　
　
　
　
　

―
教
科
書
に
見
る
―
」
展
に
つ
い
て 

青
木　

芳
夫

書
評　

鎌
田
道
隆
著
『
近
世
京
都
の
都
市
と
民
衆
』 

坂
本　

博
司

■
第
一
九
号
（
二
〇
〇
一
年
十
二
月
）

論
考　

宇
多
院
宣
旨
に
つ
い
て 

竹
田　

紀
衣

　
　
　
『
続
日
本
紀
』
に
お
け
る
叙
位
の
欠
落
に
つ
い
て

 

西
本　

英
夫

　
　
　

曲
阜
地
域
の
元
代
石
刻
群
を
め
ぐ
っ
て 

森
田　

憲
司

　
　
　

一
一
二
七
〜
二
八
年
の
フ
ラ
ン
ド
ル
に
お
け
る
政
変
と

　
　
　
　

フ
ラ
ン
ス
国
王
の
対
応 

守
山　

記
生

史
料　
『
奈
良
名
所
子
供
案
内
』

 

大
学
院
近
世
奈
良
地
誌
研
究
グ
ル
ー
プ

■
第
二
〇
号
―
奈
良
大
学
史
学
会
二
〇
周
年
記
念
号
―

（
二
〇
〇
二
年
十
二
月
） 

論
考　
「
会
集
の
日
」
小
考 

寺
崎　

保
広

　
　
　
　

―
武
官
の
衣
服
と
儀
式

　
　
　

阿
波
国
名
方
郡
条
里
の
復
元
に
つ
い
て 

丸
山　

幸
彦

　
　
　
　

―
幕
末
・
明
治
維
新
期
の
在
村
研
究
者
の
論
に
も
と
づ
く
―

　
　
　

奈
良
奉
行
川
路
聖
謨
の
植
樹
活
動
に
つ
い
て 

鎌
田　

道
隆

　
　
　

王
朝
交
代
と
出
版 

森
田　

憲
司

　
　
　
　

―
和
刻
本
事
林
広
記
か
ら
見
た
モ
ン
ゴ
ル
支
配
下
中
国
の

　
　
　
　
　

  

出
版
―

　
　
　

日
露
戦
争
後
、
満
州
還
付
め
ぐ
っ
て 

菅
野　
　

正

　
　
　

ア
ル
ケ
デ
モ
ス
の
訴
訟
活
動
を
め
ぐ
っ
て（X

en. M
en. X

.9

）

 

栗
原　

麻
子

　
　
　

ペ
ル
ー
・
ア
ン
デ
ス
の
口
頭
伝
承 

青
木　

芳
夫

　
　
　
　

―
十
字
架
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オ
ー
タ
ン
司
教
レ
ウ
デ
ガ
リ
ウ
ス

　
　
　
　
（
六
六
三
―
六
七
八
）
の
錯
覚 

杉
浦　

武
仁

　
　
　
　

―
七
世
紀
後
半
の
司
教
に
よ
る
都
市
支
配
再
検
討
―

奈
良
史
学
総
目
次
（
第
一
号
〜
第
二
〇
号
）

■
第
二
一
号
―
藤
井
學
先
生
退
職
記
念
号
―（
二
〇
〇
三
年
十
二
月
）

　
　
　

藤
井
學
先
生
年
譜
・
著
作
目
録

論
考　

中
世
的
郡
郷
制
の
成
立
と
展
開 

丸
山　

幸
彦

　
　
　
　

―
阿
波
国
吉
野
川
下
流
域
の
場
合
―

　
　
　

朝
廷
の
存
続
と
天
皇
の
下
賜 

北
堀　

光
信

　
　
　
　

―
村
井
貞
勝
と
前
田
玄
以
へ
の
下
賜
の
成
立
と
意
義
―

　
　
　

大
阪
府
・
岡
山
県
行
政
と
住
民
運
動 
阿
部　

紀
子

　
　
　
　

―
第
三
区
外
島
保
養
院
移
転
反
対
運
動
―

　
　
　

文
献
と
実
物
資
料 

森
田　

憲
司

　
　
　
　

―
『
故
紙
堆
』（
北
京
図
書
館
出
版
社　

二
〇
〇
三
）
の

　
　
　

  　
　

紹
介
を
通
し
て
―

　
　
　

古
代
エ
ジ
プ
ト
に
お
い
て
墓
地
管
理
は

　
　
　
　

ど
の
よ
う
で
あ
っ
た
か
？ 

西
村　

洋
子

資
料
紹
介　

ケ
チ
ュ
ア
語
へ
の
招
待 

青
木　

芳
夫
、

 

ア
ン
ヘ
リ
カ
・
パ
ロ
ミ
ー
ノ
＝
青
木

■
第
二
二
号
―
菅
野
正
先
生
退
職
記
念
号
―（
二
〇
〇
四
年
十
二
月
）

　
　
　

菅
野
正
先
生
年
譜
・
著
作
目
録

論
考　

元
代
類
書
に
お
け
る
『
文
公
家
禮
』
の
引
用 

森
田　

憲
司

　
　
　
　

―
至
元
八
年
婚
姻
礼
制
所
引
を
中
心
に
―

　
　
　

糖
餅
行
の
ギ
ル
ド
ホ
ー
ル
馬
神
廟
と
祭
神 

尾
上　

葉
子

　
　
　

一
九
世
紀
前
半
ベ
ル
リ
ン
に
お
け
る
市
民
層
と
市
の
名
誉
職

 

北
村　

昌
史

史
料
紹
介　

奈
良
大
学
史
学
科
所
蔵
『
柳
町
村
文
書
』
の

　
　
　
　
　
　

紹
介
と
目
録 

大
木
祥
太
郎

　
　
　
　
　
『
江
西
通
志
稿
』 

明
石　

岩
雄

■
第
二
三
号
（
二
〇
〇
五
年
十
二
月
）

論
考　

上
咋
麻
呂
状
と
奈
良
時
代
の
官
人
社
会 

馬
場　
　

基

　
　
　

日
本
古
代
の
喪
葬
儀
礼
に
関
す
る
一
考
察 

三
上
真
由
子

　
　
　
　

―
奈
良
時
代
に
お
け
る
天
皇
の
殯
期
間
の
短
期
化
に
つ
い
て
―

　
　
　

近
世
の
旅
観
と
街
道
の
変
容 

安
田
真
紀
子

　
　
　
　

―
参
宮
と
大
和
め
ぐ
り
―

　
　
　

漢
文
景
期
小
考 

角
谷　

常
子
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書

評　

P
eter B

rown, A
uthority and the Sacred: A

spects 

of the C
hristianization of the R

om
an W

orld, 

C
am

bridge, C
am

bridge U
niversity P

ress, 1995.

 

足
立　

広
明

■
第
二
四
号
―
守
山
記
生
先
生
退
職
記
念
号
―（

二
〇
〇
六
年
十
二
月
）

　
　
　

守
山
記
先
生
年
譜
・
著
作
目
録

論
考　

史
料
と
し
て
の
回
想
録 

嶋
中　

博
章

　
　
　
　

―
レ
枢
機
卿
の
叙
述
を
め
ぐ
っ
て
―

　
　
　

ク
ー
ル
司
教
テ
ッ
ロ
の
寄
進
文
書 

杉
浦　

武
仁

　
　
　

系
譜
史
料
と
し
て
の
新
出
土
墓
誌 
森
田　

憲
司

　
　
　
　

―
臨
海
出
土
墓
誌
群
を
材
料
と
し
て
―

　
　
　

四
国
山
地
に
お
け
る
蜂
須
賀
氏
入
部
反
対
運
動

 

丸
山　

幸
彦

　
　
　

尾
藤
二
洲
の
思
想
世
界 

清
水　

教
好

　
　
　
　

―
明
末
清
初
思
想
と
武
家
社
会
の
朱
子
学
の
は
ざ
ま
―

　
　
　

桓
武
朝
に
お
け
る
「
国
忌
」
に
つ
い
て
の
一
考
察

 

利
行　

榧
美

■
第
二
五
号
（
二
〇
〇
七
年
十
二
月
）

論
考　

江
戸
時
代
の
南
都
奉
行
所
と
法
隆
寺 

鎌
田　

道
隆

　
　
　

大
阪
愛
珠
幼
稚
園
・
北
野
中
学
校
を
参
観
し
た
清
国
人

 

菅
野　
　

正

　
　
　

ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
中
期
の
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る

　
　
　
　
「
登
山
」
の
創
出 

久
保
利
永
子

　
　
　

プ
ト
レ
マ
イ
オ
ス
朝
エ
ジ
プ
ト
に
お
け
る
在
地
社
会
の
変
容

　
　
　
　

―
エ
ド
フ
の
事
例
を
中
心
に
― 

石
田　

真
衣

■
第
二
六
号
―
明
石
岩
雄
先
生
退
職
記
念
号
―（

二
〇
〇
八
年
十
二
月
）

　
　
　

明
石
岩
雄
先
生
年
譜
・
著
作
目
録

論
考　

い
わ
ゆ
る
光
明
立
后
の
詔
に
つ
い
て 

水
野
柳
太
郎

　
　
　

後
漢
時
代
に
お
け
る
為
政
者
に
よ
る
顕
彰 

角
谷　

常
子

　
　
　

ケ
チ
ュ
ア
語
の
社
会
文
化
的
考
察

 

パ
ロ
ミ
ー
ノ
＝
青
木
ア
ン
ヘ
リ
カ

　
　
　

近
世
京
都
に
お
け
る
寺
�
関
係
の
一
考
察 

林　
　

宏
俊

　
　
　
　

―
居
住
地
の
移
動
と
寺
替
え
を
中
心
に
―

　
　
　

分
国
密
懐
法
に
関
す
る
一
考
察 

佐
藤
く
る
み

史
料　

安
政
末
年
伊
勢
参
宮
道
中
記 

鎌
田　

道
隆
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■
第
二
七
号
―
丸
山
幸
彦
先
生
退
職
記
念
号
―（

二
〇
〇
九
年
十
二
月
）

　
　
　

丸
山
幸
彦
先
生
年
譜
・
著
作
目
録

論
考　

中
世
「
四
条
河
原
」
考 

下
坂　
　

守

　
　
　
　

―
描
か
れ
た
「
四
て
う
の
あ
お
や
」
を
め
ぐ
っ
て
―

　
　
　

近
世
的
旅
観
の
形
成 

鎌
田　

道
隆

　
　
　
　

―
伊
勢
参
り
の
旅

　
　
　

前
漢
の
御
史
大
夫
小
考 

米
田　

健
志

　
　
　
　

―
『
史
記
』三
王
世
家
と
元
康
五
年
詔
書
冊
の
解
釈
に
関
し
て
―

　
　
　

正
倉
院
文
書
に
み
る
継
目
裏
書 

北
條　

朝
彦

　
　
　
　

―
志
斐
麻
呂
の
場
合
―

　
　
　
「
毀
位
記
」
に
関
す
る
基
礎
的
考
察 
髙
橋　
　

周

■
第
二
八
号
（
二
〇
一
〇
年
十
二
月
）

論
考　

明
治
六
年
政
変
と
大
久
保
利
通 

佐
々
木　

克

　
　
　

近
世
大
和
観
光
に
お
け
る
案
内
人
の
史
的
研
究

 

安
田
真
紀
子

　
　
　

清
代
台
湾
鳳
山
県
に
於
け
る
漢
人
と
原
住
民
の
関
係

 

森
島　

雅
治

　
　
　
　

―
柯
志
明
氏
の
「
三
層
族
群
論
」
か
ら
の
展
開
―

　
　
　

古
代
エ
ジ
プ
ト
の
勅
令
に
見
る
罪
の
重
さ
に
対
す
る
意
識

 

西
村　

洋
子

　
　
　

藤
原
頼
道
と
「
親
々
」 

木
本　

久
子

　
　
　

律
令
国
家
の
用
水
政
策
に
つ
い
て 

岩
田　

展
世

■
第
二
九
号

　

―
鎌
田
道
隆
先
生
・
佐
々
木
克
先
生
先
生
退
職
記
念
号
―

（
二
〇
一
一
年
十
二
月
）

　
　
　

鎌
田
道
隆
先
生
年
譜
・
著
作
目
録

　
　
　

佐
々
木
克
先
生
年
譜
・
著
作
目
録

論
考　

江
戸
時
代
の
庶
民
の
家
出
と
伊
勢
参
り 

鎌
田　

道
隆

　
　
　

福
井
藩
の
参
勤
交
代
に
関
す
る
基
礎
的
考
察 

印
牧　

信
明

　
　
　

明
治
維
新
期
の
「
市
長
」 

小
林　

丈
広

　
　
　

村
の
「
貧
困
」「
貧
農
」
と
日
本
近
世
史
研
究 

木
下　

光
生

　
　
　

古
代
ア
テ
ナ
イ
に
お
け
る
市
民
団
の
一
体
性
と

　
　
　
　

平
等
性
の
確
立 

篠
原　

道
法

　
　
　
　

―
民
主
政
成
立
の
画
期
を
め
ぐ
っ
て
―

史
料
紹
介　

西
大
寺
食
堂
院
跡
出
土
文
字
資
料
と
食
堂
院

 

浅
野　

啓
介
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北
京
国
子
監
所
在
の
元
科
挙
碑
を
め
ぐ
る
札
記

 

森
田　

憲
司

　
　
　
　
　
　

―
邢
鵬
氏
の
報
告
を
中
心
に
―

　
　
　
　
　

奈
良
大
学
所
蔵
「
常
在
寺
田
畠
目
録
」 

尾
上　

勇
人

■
第
三
〇
号
―
奈
良
大
学
史
学
会
三
〇
周
年
記
念
号
―

（
二
〇
一
二
年
十
二
月
）

論
考　

一
九
世
紀
初
頭
の
村
民
世
帯
収
支 

木
下　

光
生

　
　
　
　

―
大
和
国
吉
野
郡
田
原
村
の
事
例
か
ら
―

　
　
　

第
一
次
大
戦
と
日
本
の
経
済
外
交 

森
川　

正
則

　
　
　
　

―
イ
ギ
リ
ス
の
輸
入
禁
止
措
置
を
め
ぐ
っ
て
―

　
　
　

松
永
久
秀
被
官
に
関
す
る
一
考
察 
中
川　

貴
皓

　
　
　
　

―
山
口
秀
勝
を
中
心
に
―

　
　
　

近
世
京
都
に
お
け
る
寺
院
町
の
運
営
と
捨
子 

林　
　

宏
俊

　
　
　

里
耶
秦
簡
に
お
け
る
単
独
簡
に
つ
い
て 

角
谷　

常
子

　
　
　

北
京
の
日
本
人
教
習
と
大
阪
の
中
国
語
教
育 

菅
野　
　

正

　
　
　

よ
み
が
え
る
ヒ
ュ
パ
テ
ィ
ア 

足
立　

広
明

　
　
　
　

―
あ
る
「
異
」
教
女
性
聖
人
の
実
像
を
め
ぐ
っ
て
―

史
料
紹
介　

大
和
国
宇
陀
郡
角
川
村
文
書
目
録
・
解
題

 

奈
良
大
学
文
学
部
史
学
科
木
下
光
生
研
究
室

　
　
　
　
　

奈
良
大
学
所
蔵
「
円
満
院
関
係
文
書
」 

酒
井　

雅
規


